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【後で紹介する事例】 
 
施工管理システム 
商品管理システム 
情報処理システム（雨量／水位センサ） 
調理機器 
デバイスプロビジョニングシステム 
配送方法及び配送システム 
アプリの起動方法 
教師データの入力支援用ＧＵＩ（商品把持ロボット） 
オーバーヒート予知装置 
化合物設計装置 
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